
　

平
成
16
年
の
秋
に
、
上
越
教
育
大
学

大
学
院
同
窓
会
新
潟
県
支
部
が
発
足
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
半
年
を
か
け
て

役
員
の
体
制
を
整
え
、平
成
17
年
秋
に
、

は
じ
め
て
の
理
事
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

日
時　

平
成
17
年
11
月
27
日

会
場　

上
越
市　

高
陽
荘　

来
賓　

学　

長　
　

渡
邉　
　

隆　

様

　
　
　

副
学
長　
　

高
田
喜
久
司　

様

　
　
　

同
窓
会
長　

新
部　

嘉
一　

様

　

渡
邉
学
長
か
ら
上
越
教
育
大
学
の
近

況
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
上
越

教
育
大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
し
て
新

た
に
出
発
し
て
か
ら
、
以
前
に
も
増
し

て
確
か
な
歩
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

感
動
を
持
っ
て
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
御
来
賓
の
先
生
方
と
親
し
く

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

県
内
外
の
教
育
動
向
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
が
行
わ
れ
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
を
修
了
し
て
か
ら
４
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
私
は
学
部
を
卒
業
し
て
そ

の
ま
ま
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
の

で
、
現
場
経
験
も
ち
ょ
う
ど
４
年
が
過

ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。
小
学
生
で
言
え
ば

５
年
生
。
高
学
年
の
仲
間
入
り
を
し
た

ば
か
り
で
す
。

　

現
場
に
出
て
か
ら
は
本
当
に
忙
し

く
、
ま
た
、
新
し
く
学
ぶ
こ
と
ば
か
り

で
余
裕
の
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
毎
日
の
中
で
も
、
専
門
で

あ
る
国
語
の
実
践
と
研
修
に
だ
け
は
手

を
抜
く
ま
い
と
努
め
て
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
研
修
会
や
学
会
で
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

そ
の
中
か
ら
二
つ
の
会
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

授業風景。音読が大好きなクラスで、音読をするときだけはほぼ全員が挙手します。

「繭の会」の研修風景。気張らず、普段着で、ざっくばらんに意見交換を
しています。

大
学
院
同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新潟県支部理事会
開催報告

　上越教育大学大学院同窓会
　新潟県支部長　俵山　晴雄

（芸術系（音楽）コース１期生）

新
潟
県
支
部　

役
員

　

※
所
属
・
職
名
は
平
成
17
年
度
の
所

　
　

属
等
、
氏
名
の
後
の
年
度
は
修
了

　
　

年
度
を
表
す
。

▼
支
部
長

　

俵
山　

晴
雄　

昭
和
59
年
度

　
　
　

上
越
市
立
頸
城
中
学
校　

校
長

▼
副
支
部
長

　

加
藤　

邦
彰　

昭
和
59
年
度

　
　
　

新
潟
市
立
内
野
小
学
校　

校
長

　

松
井　

隆
夫　

昭
和
59
年
度

　
　

南
魚
沼
市
立
六
日
町
小
学
校　

校
長

　

笹
川　
　

豊　

平
成
３
年
度

　
　
　

上
越
市
立
潮
陵
中
学
校　

校
長

▼
理　

事

　

小
嶋　

幸
一　

昭
和
59
年
度

　
　
　

新
潟
市
立
白
根
小
学
校　

校
長

　

堀　
　

正
士　

昭
和
60
年
度

　
　
　

下
越
教
育
事
務
所
佐
渡
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事

　

水
野　

敏
明　

昭
和
60
年
度

　
　
　

中
越
教
育
事
務
所　

指
導
主
事

　

伊
藤
み
さ
子　

昭
和
62
年
度

　
　

三
条
市
立
三
条
南
小
学
校　

校
長

　

高
橋　

健
男　

昭
和
60
年
度

　
　
　

栃
尾
市
立
秋
葉
中
学
校　

校
長

　

井
澤　

文
夫　

平
成
３
年
度

　
　

新
潟
市
立
亀
田
西
小
学
校　

校
長

　

保
坂　

和
彦　

昭
和
59
年
度

　
　
　

新
潟
市
立
升
潟
小
学
校　

校
長

　

鈴
木　

正
之　

昭
和
61
年
度

　
　

上
越
市
立
戸
野
目
小
学
校　

校
長

　

藤
田　

英
志　

昭
和
61
年
度

　
　

糸
魚
川
市
立
西
海
小
学
校　

校
長

　

望
月　

正
樹　

平
成
２
年
度

　
　
　

津
南
町
立
上
郷
小
学
校　

校
長

▼
監　

事

　

相
浦　

美
子　

平
成
7
年
度

　
　

十
日
町
市
立
浦
田
小
学
校　

校
長

　

後
藤　

清
代　

昭
和
60
年
度

　
　

上
越
市
立
大
潟
町
小
学
校　

校
長

▼
幹　

事

　

高
山　
　

朗　

平
成
4
年
度

　
　
　

妙
高
市
立
新
井
小
学
校　

教
頭

　

中
村　

文
也　

平
成
3
年
度

　
　
　

上
越
市
立
柿
崎
小
学
校　

教
頭

「
実
践
と
研
修
を
両
輪
に　

　
　
　
　

―
修
了
か
ら
４
年
、
私
の
教
師
修
行
―
」

修
了
生
か
ら
の
お
便
り

プロフィール
井上　幸信（いのうえ・ゆきのぶ）
新潟県村上市立村上南小学校教諭。
平成13年度上越教育大学大学院学習臨床コース修了
基幹学力研究会全国幹事　全国国語授業研究会理事　新潟音読研究会幹事
国語教育のスペシャリストを志す仲間たちと、若手教員のための国語教育勉強会
「繭の会」を創設。研修と実践を両輪に学ぶ若手教員の裾野を広げるべく活動中。

上
越
教
育
大
学
大
学
院
同
窓
会

平
成
17
年
度
新
潟
県
支
部
理
事
会

　

研
修
会
に
出
て
い
く
と
、「
二
十
代

な
の
に
研
修
会
に
出
て
く
る
な
ん
て
、

熱
心
だ
ね
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を

頻
繁
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
、

二
十
代
の
教
員
は
公
的
な
拘
束
力
を
も

た
な
い
研
修
会
に
は
あ
ま
り
参
加
し
な

い
傾
向
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
果
た

し
て
、
そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

若
く
、
経
験
が
浅
い
か
ら
こ
そ
、
積
極

的
に
研
修
を
重
ね
、
教
師
と
し
て
の
力

量
を
高
め
て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。上
越
教
育
大
学
で
学
び
、

こ
れ
か
ら
教
育
の
現
場
に
出
て
い
く
み

な
さ
ん
に
は
、
是
非
積
極
的
に
研
修
の

場
を
求
め
る
意
欲
を
も
ち
、
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
の
あ
る
教
師
を
目
指
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現
職
派
遣
の

院
生
さ
ん
方
に
は
、
そ
う
い
う
若
手
を

受
け
止
め
、
支
え
る
良
き
先
達
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
と
、
い
つ
か
、
ど
こ
か
の

研
修
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
是
非
読
者
の
み
な
さ
ん

に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
「
基
幹
学
力
研

究
会
」
で
す
。
今
年
２
月
か
ら
活
動
を

始
め
た
全
国
規
模
の
研
究
会
で
す
。
発

起
人
は
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の
二
瓶

弘
行
先
生
と
田
中
博
史
先
生
。
国
語
と

算
数
の
授
業
に
つ
い
て
勉
強
で
き
る
、

一
粒
で
二
度
美
味
し
い
会
で
す
。
日
本

中
か
ら
熱
心
な
先
生
方
が
集
ま
っ
て
く

る
会
で
す
の
で
、
い
つ
も
刺
激
的
な

内
容
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、こ
の
会
で
は
、明
治
図
書
か
ら
「
基

幹
学
力
の
授
業　

国
語
＆
算
数
」
と
い

う
季
刊
雑
誌
も
出
版
し
て
い
ま
す
。
こ

の
６
月
に
第
２
号
が
出
た
ば
か
り
で
す

が
、
読
む
と
明
日
の
実
践
に
向
け
て
元

気
が
湧
い
て
く
る
雑
誌
で
す
。
新
し
い

実
践
の
可
能
性
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
今
の
自
分
の
実
践
に
も
自
信
が

も
て
る
。
そ
ん
な
雑
誌
で
す
。
８
月
か

ら
は
、
基
幹
学
力
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

の
実
践
を
ま
と
め
た
本
も
「
基
幹
学
力

を
育
て
る
」と
い
う
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、

　

現
在
の
研
修
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

の
が
「
繭
の
会
」
で
す
。
こ
の
会
は
、

２
年
前
に
何
人
か
の
仲
間
と
新
し
く
立

ち
上
げ
た
研
修
会
で
す
。
会
員
資
格
は

「
採
用
か
ら
６
年
目
ま
で
の
教
員
で
あ

る
こ
と
」。
会
の
名
称
の
冠
に
あ
る
と

お
り
、
あ
く
ま
で
も
「
若
手
教
員
の
た

め
の
国
語
教
育
勉
強
会
」
で
す
。
月
に

一
回
、
研
修
会
を
開
い
て
研
鑽
を
積
ん

で
い
ま
す
。
既
存
の
研
修
団
体
と
大
き

く
違
う
と
こ
ろ
は
、
先
輩
達
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
自
分
の
考
え
や
疑
問
を
ど

ん
ど
ん
話
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
若
手
だ
け

で
盛
り
上
が
っ
て
、若
気
の
至
り
（
？
）

に
陥
ら
な
い
た
め
に
、
上
越
教
育
大
学

の
松
本
修
先
生
を
は
じ
め
、
日
本
国
語

教
育
学
会
理
事
の
桑
原
正
夫
先
生
、
筑

波
大
学
附
属
小
学
校
の
二
瓶
弘
行
先
生

か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
研
修
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

在
校
生
の
み
な
さ
ん
へ

―
―
特
に
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、

　
　

学
部
生
の
み
な
さ
ん
へ

明
治
図
書
か
ら
出
版
さ
れ
ま
す
。
僭
越

な
が
ら
、
私
も
『
国
語
以
外
の
時
間
で

育
む
国
語
力
（
仮
）』
と
題
し
て
単
著

を
執
筆
中
で
す
。

基
幹
学
力
研
究
会

若
手
教
員
の
た
め
の

国
語
教
育
勉
強
会
「
繭
の
会
」

新潟県支部設立総会で講演する渡邉学長
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